
ぬいぐるみデザインシステム Plushie による ぬいぐるみ ISTy くんのデザイン検討 

 

東京大学大学院情報理工学系研究科 五十嵐研究室では、モノづくりに関係する設計支援システム

の研究を行っている。その中の成果の一つに、初心者でも簡単にオリジナルのぬいぐるみを設計す

ることのできるシステム Plushie がある1。Plushie では、画面上にほしいぬいぐるみの概形を描く

と、自動的に３次元のぬいぐるみモデルと、その型紙が生成される。以下のページに研究に関する

情報がまとめられている。https://www.is.ocha.ac.jp/~yuki/plushie/index-j.html 

 

今回紹介する ISTy くんについても、初期的なデザインの検討を、Plushie を利用して行った。東京

大学コミュニケーションセンターにおける ISTy くんの販売が、情報理工学系研究科の研究活動の

広報につながれることを期待している。 
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図: Plushie を利用した ISTy くんの設計の様子。 
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